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0．一貫した英語教育の取り組み
初等教育から高等教育までを有する教育機関において，一貫した英語教育の試みは一つ
の大きな課題である．学習院の一貫した英語教育の取り組みは，1988 年に発足した一貫
教育推進委員会から始まる．1989 年に答申を出し，同年に学習院イングリッシュ・セミ
ナーを始め，1995 年に英語力養成コースの原型となる講座を学習院女子短期大学（当時）
に設けた．年齢を問わず，目的や力量に合わせて英語力を身につけさせてくれる夢のよう
な正課外の英語学習機関である．とりわけイングリッシュ・セミナーは，本年で 25 回目
となり，学習院の一貫教育の中でも長寿企画の一つである．本稿は，イングリッシュ・セ
ミナーと英語力養成コースの創成期から現在までを振り返り，学習院内の一貫英語教育の
四半世紀を考察して今後の院内一貫英語教育へ一石を投じたい．
1．使える英語
英語運用能力を鍛えるには，英語を使うのが一番である．英語を使うといっても，知人
との挨拶やハンバーガー屋での注文から，専門外の議題について見知らぬ人たちと意見交
換するような未知の領域で予測困難な議論に至るまで様々なレベルがある．
学校での英語教育では，新たな英語表現やしくみ（文法）を学びつつその表現や仕組み
を使いこなすまで訓練するには時間と状況設定が不足している．学校英語教育の中で，一
般に望まれる「使える英語力」まで到達がむずかしいのは，その時間と状況設定の確保に
ある．Thank you. ということばを How are you? I＇m fine. のあとに使うのはそれほど難しく
ないが，ふいに親切な行為を受けて，とっさに Thank you. というのは意外に難しい．さ
らに周囲がざわついていて静かにしてほしいときや，混みあっている場所で道をあけてほ
しい時に Thank you. というのはさらに難度が高い．誰もが知っている Thank you. ですら，
使うとなると様々な段階がある．また中 1 に登場する文法項目には現在形があるけれども，
正しく使うことは難しい．使いこなしたい表現は何百，何千もあり，しくみを組み合わせ
て使用する方法は無限にある．それを様々な段階で訓練するには，途方もなく時間がかか
る．英語学習はまことにむずかしいとなる．
従来，日本の学校英語教育は，とりあえず表現やしくみを知ってもらおうということで，
「とりあえず」知っている英語の知識（宣言的知識1）を豊富に提供している．運用するに
は，状況に応じて使いこなせる知識（概念的知識2）にまで質を高めなければならないが，
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運用は自分で訓練してほしいという暗黙の了解みたいなものがあるように思われる．一方
で日常生活で英語使用が求められる第二言語環境と異なり，英語が外国語である日本では，
状況に応じて使いこなす訓練を行うことは容易ではないのは確かだ．
学習指導要領は，戦後直後から現在に至るまで実用英語を身に着けることを目標にして
きた．しかし現実は，一部の進歩的な英語教育実践校を除いて，学習指導要領の目標には
ほど遠い．
金谷（2002）は，「中学校で『導入』されたものを『定着』させるのは高校英語教育の
大切な使命である」と高校英語の役割を述べている．中学校英語が定着していれば，当該
求められる専門用語（生物学なら生物用語とか）の知識を増やすことで，ほとんどの分野
で問題ない英語運用能力を発揮できる．
「英語を使える」ようにするには，大量の表現・しくみを段階的に提示して覚えさせる
従来の学年別知識提示型英語教育とは別に，運用訓練のために学年の垣根を越えて英語を
学ぶ場が必要になる．運用場面では，野球のキャッチボールや輪になってバレーボールの
トス練習をするように，とっさの判断や反射神経が求められる．高校生や大学生に中学英
語の運用訓練をさせるとなかなかできない．「学校英語」で優秀な学生ほど大量の英語の
知識が足かせになり各々の場面で知っている表現やしくみのどれを使っていいか迷ってし
まい，しどろもどろになることがある．
学習院には，英語運用能力を鍛えることを目的にした理想の学習の場が 2 つある．「イ
ングリッシュ・セミナー」と「英語力養成コース」である．中・高等科生が大学レベルの
英語を使い，高等科生や大学生が中学英語の運用訓練を行う．
ほかの学校に先駆けてこのようなコースがあるのには理由がある．他校に比べて海外在
留経験のある児童，生徒，学生が多く（高等科で約 1/4），初等科生で原書を読み，中等科
で英字新聞を読み，高等科生で国際学生会議に参加する者，留学して長期滞在する者が何
人もいる．大学生であっても中学・高校英語から運用能力を高める訓練は必須である．「英
語が使えない」というときは，当該学年相当の英語の表現やしくみを使う訓練をする前に
それ以前の「知っている」と思われている表現やしくみ（宣言的知識）を使える（概念的
知識）まで訓練して，徐々に学年レベルを上げる．交渉術など高度なテクニックはその後
である．
表現やしくみを学ぶ段階は，経験的に体系化されているが，言語習得的に適切かどうか
の検証はまだ研究段階である．表現や仕組みを学ぶ順序の再編成は必要であるが，とりあ
えず経験値による順序を利用することが無難である．
1 「Thank you. はどんな意味ですか」という問いに「『ありがとう』です」と答える．
2 絶えず変化する状況の中で絶妙のタイミングで効果的に Thank you. と言える．
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2．一貫教育推進委員会・英語作業部会答申
イングリッシュ・セミナーと英語力養成コースの歴史を振り返ると，一貫教育推進委員
会にたどりつく．一貫教育推進委員会は，1988 年 10 月 12 日施行の一貫教育推進委員会
規定によると，院長の諮問により，学習院の一貫教育カリキュラムの策定およびその具体
的実施方法に関して審議することを目的とする．必要に応じて特定教科の一貫教育カリキュ
ラムの策定およびその具体的実施方法に関する答申案を作成する作業部会の設置を行う．
英語作業部会は，「特定教科の一貫教育カリキュラムの策定およびその具体的実施方法
に関する答申案を作成する（一貫教育推進委員会規定第 4 条）」を受けて，国語作業部会
とともに出来上がった．いずれも言語能力の充実と向上を目指し，現在多くの大学等で行
われているアカデミック・スキル指導の先駆とも言える．
国語作業部会は，「本当の意味での“語学力”を養う」（国語作業部会答申）ことを目途
とした．“文章構成の力をつけることを焦点として定め”（同答申），さらに幅広く表現能
力を養うために「表現法」の教科書を作成し，「表現法」という新しい科目を各科と大学
に設置することも念頭に置いた．さらに表現法作業部会を立ち上げ，国語のみならず音楽，
理科，数学，社会，英語など各教科の専任教員が「表現法」の研究をおこなった．科目「表 
現法」の設置は実現しなかったが，教科書が作成されて初等科と中等科で使用された3．
「特定教科」にとらわれない教科横断のコミュニケーション能力向上を目指したもので，
現在の学習指導要領にある「総合的な学習の時間」（通称「総合」）の理念に通じる．「表
現法」の理念は，高等科における「総合的な学習の時間」に結びつく（山本，2009）．
英語作業部会の答申では，下記の提言が行われた（表 1 ）．詳細は資料 1 のとおりである．
イングリッシュ・セミナーは，（8）その他の諸活動の一つとして具現化し，（1），（2），
（7）が英語力養成コースへの種子になった．（7）の英語センターは，当初は目白で設置され
る予定だったが，学習院霞会館イングリッシュ・セミナーが目白キャンパスから学習院女
子短期大学のある戸山キャンパスへ移った 1992 年に学習院女子短期大学英語センターと
して開設された．
3 高等学校用教科書は，学習院言語技術の会が「ことば－言語技術 2 －」を 1988 年に発行．
表 1 　一貫教育推進委員会英語作業部会答申
（1）初等科英語教育の改善案
（2）帰国生の外国語指導と帰国生徒・一般生徒との連携
（3）教育施設・機器および教材のいっそうの充実
（4）クラスの規模と構成
（5）外国人教員の採用
（6）専任日本語教員の採用
（7）英語センター（仮称）の設立
（8）その他の諸活動（イングリッシュ・セミナー，スピーチ・コンテスト，
レシテイション・コンテストの開催）
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英語作業部会の目標は 1988 年の一貫教育推進委員会の資料によると下記のとおりであ
る．作業部会で作成された実施案は 1990 年度より実施することを目途とし，推進委員会
で検討され，科長会議にかけて，承認ののち院長に答申する：
英語一貫教育―小学校から大学までの入試に煩わされない利点を生かし，大学まで
に国際的活動に十分な語学力を修得させる．そのためのカリキュラム，人員（その配
置転換・交流・増員）特別企画（海外研修，インテンシィブ・コースなど）などを考
える．
「英語教育センター」設置の構想は以上の課題を解決する中心的役割になると思われて
いたが，センター構想の実現を前にしてイングリッシュ・セミナーは実現された．イング
リッシュ・セミナーは，一貫教育推進委員会・英語作業部会の当年度（1989 年度）モデ
ル授業（日本語を使わない英語集中授業）として開催したのである．
英語作業部会答申は，文部科学省が 2002 年 7 月に発表した「英語が使える日本人」の
育成のための戦略構想4（資料 2 ）に似ている．全国の国公私立中高大を念頭においた国
家政策と一私学としての学習院の政策は，その前提は異なるものの，次の点で同じである
a. 小学校英語の充実
b. 少人数教育
c. 外国人教員の採用
d. 母語の理解力と表現力の向上のための教育
e. 英語でのみ授業をすること
文部科学省の推進しているスーパ ・ーイングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール（SELHi）
の実践例や今度の新学習指導要領にも盛り込まれている「英語による授業実践」に相当す
るのがイングリッシュ・セミナーである．
3．イングリッシュ・セミナー
学習院イングリッシュ・セミナーは，次のようなコンセプトで生まれた．
「学習院には，優れた外国人教師がそろっています．これらの方がたの力を借りて，
初等科生から大学生までがいっしょになって『話す・聞く』を主体とした英語のセミ
ナーを開講すれば，一貫教育の面で，かなりの成果が期待されると考えた」（学習院
広報第 40 号）
4 2001 年 1 月に行われた「英語指導方法等改善の推進に関する懇談会」の報告を受け，「英語教育改革に
関する懇談会」を 2002 年に 5 回開催した後，同年 7 月に発表した．
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学習院イングリッシュ・セミナーは，一貫教育推進委員会の英語作業部会による産物であ
る．内藤頼博院長（当時）の下で 1988 年に一貫教育推進委員会が発足し，学習院の英語
教育の改善のために英語作業部会は作られた．
3.1.　第 1回学習院イングリッシュ・セミナー
第 1 回学習院イングリッシュ・セミナーは，1989 年に目白の百周年記念会館会議室で
行われた．応募者 121 人の中から抽選で選ばれた 60 人が 2 週間，英語の授業を英語母語
話者の講師から受講した．初級・中級・上級の 3 つのレベルが設定され，クラスの規模は，
当時としては少人数の編成（20 名）で行われた．初級クラスは初等科 5 年生から男女中
等科 1 年生までを対象に行い，中級クラスは中等科 1 年生から高等科 2 年生まで，上級ク
ラスは男女高等科 1 年生から大学 3 年生までが受講した．
セミナー期間は，1989 年 7 月 31 日（月）～ 8 月 11 日（金）の 2 週間のうち，土日を除い
た 10 日間である5．午前 9 時 30 分から始まり，途中に 10 分間の休憩をはさみ，午前 11
時 30 分に終わった．
講師は外国人講師，原則としてすべて英語で授業を進めた．
参加の応募は表 2 の通りである．募集要項には，申込者多数の場合には抽選を行う旨が
記されるようになったが，実際に抽選を行ったのは，第 1 回セミナーのみで，その後は募
集人数を超えたらクラス増を行い，クラスの規模の定員 20 名を超えて対応した．
受講後のアンケート結果では， 2 週間というセミナー実施期間については，肯定的意見
5 受講登録料は 20,000 円である．
表 2 　第 1 回学習院イングリッシュ・セミナー参加人数（1989 年）
レベル 各科・大学 応募者数 応募者合計 受講者数 受講者合計 修了生
初級
初等科 37
60
12
20 19女子中等科 9 3
男子中等科 14 5
中級
女子中等科 21
37
10
20 19男子中等科 15 9
男子高等科 1 1
上級
女子高等科 14
24
12
20 18
男子高等科 4 3
女子短期大学 1 1
大学 5 4
合計 121 60 57
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がほとんどだった（丁度よいと答えた人：上級－全員，中級－13 人／16 人， 3 人は「短い」
と答える，初級－11 人／17 人， 4 人は「長い」， 2 人は「短い」）．授業内容は，中級が一
人を除いて「丁度よい（ 7 人）」，「易しい（ 7 人）」と回答したが，初級では「難しい」が
過半数（10 人）だった．上級でも「難しい」が 6 人いた．初等科生から大学生までの受
講生にしたし，わずか 3 つのレベル分けでは対応しきれない部分があったのだろう．来年
の参加の意思については，「いいえ」と答えた人は全体の中でわずか 1 人だったが，過半
数は「わからない」と回答した．
記述で目立つのは，聞く・話すことに自信がついたという感想だった．イングリッシュ・
セミナーの目的が達成されたことを示している．また興味深い回答として，中級クラスで
英語の本をたくさん読めたという声が複数あった．「聞く・話す」を中心とすることがセ
ミナーの目的として掲げられている中で，中級クラス担当の FARRIER, Glenn R. 先生（当
時女子短期大学）がセミナー期間に英語多読も行ったからである．
英語多読は，今でこそ全国各地の中高大で行われているが，1989 年当時は都立小平西
高校や山梨英和学院などの一部の学校が行っているのみであった．学習院の英語教育の先
見性の一例がここに表れている．その流れは，18 年後（2007 年）の英語多読クラス（筆
者担当），その翌年からの読み書きを重視した Academic skills training や留学準備・留学後
のための Reading & Writing クラスの開設につながっている．
イングリッシュ・セミナー会場は，百周年記念会館の 3 つの会議室である．会議室が選
ばれたのは，当時の教室には設置されていなかった冷房を利用するためだった．けがや病
気に備えて大学保健室では看護婦が待機し，また英語作業部会の委員が分担して毎日会場
に詰めていた．内藤院長もセミナー期間中に何度も会場に姿を見せて受講者を励ましたと
いう．期間中 7 割以上の受講日数の者を修了生として認め，院長から 60 人中 57 名が一人
ずつ修了証を渡された．
3.2.　学習院霞会館イングリッシュ・セミナー
1989 年 12 月 13 日に霞会館教育助成金規定6 が制定され（学習院報第 280 号），継続し
て毎年学習院に対し教育助成金を寄贈することが決定した．この規定は 7 条からなり，そ
の第 2 条（表 4 ）において 4 つの事業が紹介されている．
6 霞会館教育助成金規定とともに学習院霞会館イングリッシュ・セミナーに関する内規が制定され，それ
に続いて学習院霞会館イングリッシュ・セミナー運営委員会要項が施行された．
表 4 　霞会館教育助成金規定第 2 条
一　学習院霞会館文庫を設置し，これを充実される事業
二　学習院霞会館イングリッシュ・セミナーを開設する事業
三　海外教育事情を視察するために教員を派遣する事業
四　その他院長がとくに必要と認めた事業
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その後，霞会館教育助成金事業では， 6 つの事業が開始された．平成元年度からの霞会
館文庫，平成 2 年度からはイングリッシュ・セミナーと海外教育事情視察，平成 3 年度か
らは，学習院霞会館ドイツ語教室（初級），学習院霞会館フランス語教室（初級），学習院
霞会館芸術講座が始まった．この中で現在でも行われている事業は，霞会館文庫と芸術講
座，イングリッシュ・セミナーである．
3.3.　学習院霞会館イングリッシュ・セミナー運営委員会
学習院霞会館イングリッシュ・セミナー運営委員は，各科から一名選出された7．歴代
の運営委員長は表 5 のとおりである．第 1 回学習院霞会館イングリッシュ・セミナー運営
委員会は，1990 年 3 月 12 日（月）に北 1 号館第 2 会議室で院長出席のもとで開催された．
開講して 3 年間は学務部長が運営委員長を担っていたが，セミナーが軌道に乗ったと思
われる 4 年目からは女子短期大学（女子大学）の先生が運営委員長を担当している．戸山
キャンパスの女子短期大学（女子大学）がセミナー会場と運営委員会の機関を受け入れ，
その後の運営も担当し続けてきた．
学習院霞会館イングリッシュ・セミナー運営委員会（以下，運営委員会）の母体になっ
ていた英語作業部会8 は，1989 年末をもってその役目を終えて解散した． 1 年 3ヶ月間に
16 回の会議と 1 回の合宿が行われた．将来設置される「英語教育センター（仮称）」が英
語作業部会の役割を担い，答申の実現を期待されていた．
3.4.　第 1回学習院霞会館イングリッシュ・セミナー
第 1 回学習院霞会館イングリッシュ・セミナー，すなわち第 2 回学習院イングリッシュ・
セミナーは，1990 年 7 月 31 日（火）～ 8 月 10 日（金）まで，日曜日を除く 10 日間，午前 9  
時 30 分から午前 11 時 30 分までの授業が女子短期大学 1 号館， 2 号館で開催された．開
7 当初英語専任教員のいなかった初等科は，英語作業部会の流れで川嶋優先生が担当した．
8 英語作業部会と運営委員会との関わり合いについては，運営委員会の中でも 1 年間かけて確認されてい
る．英語作業部会が学習院の英語教育全般について答申することを目的として作られたのに対し，運営
委員会はセミナー開催のみの実務的委員会である．運営委員会が英語作業部会の延長線上にある委員会
ではないことは，委員会議事録にも明記されている．
表 5 　歴代のイングリッシュ・セミナー運営委員長
1989 年 飯坂　良明 常務理事・学務部長
1990 年 近藤　不二 学務部長
1991 年
川口　洋一
内野　　崇
常務理事・学務部長
学務部長
1992 年～1993 年 五島正一郎 女子短期大学教授
1994 年～ 岩崎　光洋 女子短期大学・女子大学教授
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講式と閉講式は，女子短期大学互敬会館にて行われた．場所が目白の百周年記念会館から
戸山の女子短期大学へ移ったのは，募集人数増に対する教室確保のためであると思われる．
運営委員はコーディネータとして持ち回りで日直を担当し，アルバイトが 2 名，学務部か
ら 1 名，保健室から 1 名が待機した．
運営委員会事務局は，目白の学務部に設置された．運営委員会の会議は 1991 年度まで
は目白（北一号館）で行われていた．1990 年 9 月 26 日の運営委員会にて女子短期大学の
五島正一郎委員から運営委員会の機関を目白構内で維持するのが難しいならば戸山の女子
短期大学9 でもよいという提案が出た．その後，「英語センター」（運営委員会議事録にお
ける仮称）も戸山に設置してもよいという意見が五島委員から出ている．それが 1992 年
の「学習院女子短期大学英語センター」設立につながったと思われる．
第 2 回セミナーの募集人数とクラスは，第 1 回セミナーの応募者数を考慮して最初は
125 人， 7 クラスを考えた．しかし予想を倍近く超えて 230 名の応募が集まり，最終的に
は全員受け入れ，12 クラス（各クラス 5 名～20 名）編成とした．その内訳は，初級が 5  
クラス（ 2 クラスが初等科生用， 3 クラスが初等科と中等科生用），中級が 4 クラス（ 2  
クラスが男女中等科生用， 2 クラスが男女中・高等科生用），上級が 3 クラス（ 中・高・
短大・大学生用， 中・短大・大学生用，大学・大学院生用）である．
第 2 回セミナーは，第 1 回セミナーの 2 倍近い応募者数になった．セミナー自体に魅力
があったことや各科・大学での宣伝が功を奏したこともあるだろうが，初等科生が 4 年生
以上からの応募が可能になり，受講登録料が霞会館からの助成金により第 1 回セミナーの
半額になったことも理由にあげられるだろう10．
第 2 回セミナー終了直後には，セミナー講師・委員懇談会が行われ，セミナーの反省や
今後のセミナーへの提言になる意見交換が行われている．授業のクラスの規模，授業時間，
日数，授業内容などである．授業内容については，英語のみで授業を行うことが確認され
た．その他，児童・生徒・学生の様子，制服着用について，ESL 教授法や教材について，
キャンパス外への校外学習（動物園）について，ティーチング・アシスタントについてな
どの提案も行われた．
3.5.　クラス編成
クラス数については，第 1 回セミナーこそ 3 レベル・ 3 クラス編成だったが，応募者多
数による抽選を避けるために，第 2 回セミナー以降は前年度応募者数を参考に募集人数を
増やし，クラス数もそれに応じて設定した．セミナーの人気は右肩上がりで，第 3 回まで
は応募者数が募集人数を上回った．第 4 回セミナー以降は， 3 レベルで 13 クラスが定着
9 女子短期大学には，1950 年の開学以来実用英語を重視する伝統がある．英語専攻第二類は，実務志望
者を募り，1968 年にⅡ類と改称されたとき，すべての授業を英語で行おうとした．その年に五島氏が
Ⅱ類に着任した．
10 第 4 回セミナー（1992 年）以降は 12,000 円になり，現在に至る．
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した．2001 年の 6 日間開催とともにクラスを 12 クラスに減じたが，それ以降クラス数を
変更していない（表 6 ）．
セミナーのクラス編成は，第 1 回セミナーから第 22 回セミナーまでの約 20 年間，初級・
中級・上級の 3 つのレベル分けだった．第 23 回に，入門・初級・中級・上級の 4 つのレ
ベルに再編成11 した．初級以上は，原則中等科生と高等科生が英検を参考にして受講選択
を行った．
表 6 　イングリッシュ・セミナーの変遷
年 第　回 クラス数 募集人数 受講者数 受講対象学年 備考
1989 1 3 60 60 初等科 5 年生～ 10 日間霞会館
1990 2 12 125 230
初等科 4 年生～
10 日間
戸山
1991 3 12 225 272
1992 4
13
245 195
1993 5 235 239
1994 6
260
189
1995 7 186
1996 8 141
1997 9 86
1998 10 118
1999 11 124
2000 12 84
2001 13
12 240
139
初等科 3 年生～
6 日間
戸山
2002 14 167
2003 15 149
2004 16 102
2005 17 151
2006 18 99
2007 19 100
2008 20 94
初等科 4 年生～
2009 21 100
2010 22 103
2011 23 86
2012 24 121 4 日間
戸山2013 25 108
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そのほか帰国子女コースや留学準備・事後クラスというクラスも設けられている．今後，
TOEIC, TOEFL クラスなども検討する余地があるのかもしれない．その際，短期受講であ
ることを考えれば，その期間でスコアが上がるというよりも，スコアが上がる勉強の方法
を身につけるということが目的になるだろう．
3.6.　募集人数
第 1 回セミナーが応募者多数により，翌年の第 2 回には募集人数を大幅に増加すること
となる．第 2 回セミナーも応募者数が募集人数を上回ったため，第 3 回セミナーも募集人
数を増加したが，第 4 回セミナーは応募者数が減少する．第 5 回は再び増加に転じるが，
第 6 回からは下り坂となる（表 6 ）．
募集人数は，1994 年度の第 6 回以降 260 人で固定されていたが，2001 年度の第 13 回か
らは 240 名に減じた．
開始学年は，第 1 回が初等科 5 年生以上，第 2 回から第 12 回までは初等科 4 年生以上，
第 13 回からは初等科 3 年生以上になった．第 13 回で第 3 学年から参加可能にしたのは，
世の中の児童英語への関心の高まりを反映していた．しかしながら，第 20 回の 2008 年以
降は初等科のカリキュラムに合わせて初等科 4 年生以上に戻した．
受講者数が大幅に減っても開講クラス数を減らさなかったことにより，結果として理想
的な少人数クラスが実現した．応募要項には開講以来の目安である 20 名クラスで募集人
数が決められているが，12，13 クラスに対して受講者数が 100 名前後なので，10 人程度
のクラスの方が多くなった．
2012 年度のセミナー受講後アンケートにおいて，クラスの規模には 79％の受講生が満
足している．各科とも通常授業の英語のクラスの規模は，20 名程度が標準化し，また国
際的な語学クラスの規模も考えると，今後は募集要項記載のクラスの規模を 10 人程度に
するのが望ましい．
3.7.　外国からの招聘
セミナー設立時は，「学習院には，優れた外国人教師がそろっています．これらの方が
たの力を借りて（学習院広報第 40 号）」学習院生の英語力向上を目指したが，現実には院
内の外国人講師に夏季休暇に 2 週間講師を依頼することは容易ではなかったのだろう．第 
1 回学習院イングリッシュ・セミナー講師は，結果として 3 名のうち 2 名が外部委託， 1  
名が学習院の先生だった．現在は，学習院女子大学や学習院大学の講師の先生を依頼する
11 3 つのレベル分けにおける中級は中等科生が対象であるが，諸外国の ESL（English as a Second Lan-
guage）クラスにおいて「中級（Intermediate Level）」クラスには一般にかなり英語のできる生徒が集まる．
そのため講師が Intermediate Level 受講の中等科生に難しい授業を行うことがあった．その誤解を繰り
返さないために，初等科生対象は入門クラス（Introductory Level），中等科 1 年生対象は初級（Elementary 
Level）というふうに名称変更を行った．
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ことが多い．
セミナー講師は，第 1 回は英語作業部会，第 2 回以降はセミナー運営委員会や院長によ
る推薦で選ばれた．講師の多くは日本に住む英語母語話者であるが，バイリンガル・スピー
カーの日本人講師も採用され，英語のみの授業を行っている．さらに英語圏からの招聘講
師もいる．
表 7 　イングリッシュ・セミナー募集人数・受講者数推移
年 初等科 女子中 男子中 女子高 男子高 女子短期大学・女子大学 大学・大学院 計 募集人数
1989 12 13 14 12 4 1 4 60 60
1990 36 64 53 29 3 13 31＋1 230 125
1991 47 54 60 44 12 12 43 272 225
1992 36 38 65 7 13 20 15＋1 195 245
1993 32 80 31 16 3 44 32＋1 239 235
1994 36 45 34 7 2 51 13＋1 189
260
1995 36 50 40 14 11 33 2 186 
1996 29 26 48 12 6 19 1 141
1997 14 3 27 6 9 25 2 86 
1998 20 16 42 1 0 30 9 118
1999 12 40 19 0 6 32 15 124 
2000 13 17 25 1 1 24 3 84 
2001 29 21 48 3 4 34 0 139 
240
2002 47 66 26 6 3 19 0 167 
2003 28 58 38 3 5 16 1 149 
2004 30 30 21 5 7 8 1 102 
2005 49 59 18 6 7 11 1 151 
2006 27 44 16 3 5 4 0 99 
2007 23 49 13 1 3 11 0 100 
2008 30 34 15 2 8 5 0 94 
2009 42 20 20 2 7 9 0 100 
2010 31 46 18 1 5 2 0 103 
2011 29 30 15 2 7 3 0 86 
2012 51 40 16 7 1 6 0 121
2013 55 29 20 0 3 1 0 108
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普段は英語圏で小学校・中学校・高校・大学で教員をしている先生が運営委員の推薦
で来日する．一例をあげると，Anlee I. SCHAYE 先生，Rosemary DOUGLAS 先生，John 
PATTERSON 先生，Kaoru KIMURA 先生，William MATSUZAKI 先生である．この中で，
John PATTERSON 先生（当時），Kaoru KIMURA 先生，William MATSUZAKI 先生は，高等
科協定留学校である合衆国 Maryland 州の St. Paul＇s School の教員である．日本滞在の長い
英語母語話者は，良くも悪くも日本人への理解がある．日本語英語にも慣れているため，
児童・生徒・学生の英語が「通じやすく」なる．一方，英語圏からセミナーのために来る
講師は，英語圏文化をそのまま持ち込み，受講生は容赦なく言葉の壁や文化の違いを体験
することになる．その結果，児童・生徒・学生は，招聘されて来日する先生から単に英語
を学ぶだけでなく，英米の文化や生活のにおいまでも感じ取る機会に恵まれる．
3.8.　受講者数減
イングリッシュ・セミナーの受講者数は，第 1 回セミナーにおいて予想を上回る人数が
集まり抽選が行われた．その後 2 年間は予定していた募集人数よりも応募者数が多かった
ため募集人数を大幅に増やしたが，1992 年以降減少傾向になり，2011 年は 2000 年のとき
と同様に 90 人を割った．
受講者数減対策のために，2001 年度の第 13 回には授業日数を 10 日間から 6 日間に減
らして参加しやすくした．また初等科 3 年生から受講可能に変更した．一時的には受講者
数増になったが，2004 年度の第 16 回以降は，100 人前後を推移している．しかし，2011
年度に再度 100 人を切り，以前から検討していた午前午後開催の 4 日間を 2012 年度から
始めた．
セミナーにおける適切な受講者数については，今後検討する必要があるだろう．そもそ
も第 1 回セミナーの募集人数は 60 名である．受講希望者が年々増えて行ったために募集
人数を増やしてきた．1990 年代初めに比べて，今は院内外で夏季休暇に英語を学習する
機会はほかにもかなりある．過去 15 年ほどの実績を鑑み，100 名程度が適当なのかもし
れない．
3.9.　イングリッシュ・セミナー授業
イングリッシュ・セミナー授業の内容は，レベルに基づき，基本的に各担当講師の裁量
に任されている．原則日本語を用いないこと以外はとくに決まりはなく，講師がクラスの
受講生の英語力とクラスの雰囲気に合わせて創意工夫を凝らしている．アンケート結果を
見ると，概ね受講生は授業に満足している．2012 年度のセミナー受講後アンケートにお
いて，75％の受講生が授業難度はちょうどよく，学習内容は 95％（充実していた（63％）・
ちょうどよい（32％））が肯定的に回答した．
学年が上がればより上のクラスを選択することになるが，セミナー期間中，一部を除い
てクラス間の交流がほとんどないため，翌年に参加するための有益な情報が得られない．
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来年も受講したいと思う児童・生徒・学生が，上のクラスに知り合いの先輩がいれば口コ
ミで知ることもできるが，その可能性は高くない．
これを解消する一つの試みとして，2011 年度第 23 回セミナーでは，閉講式において各
クラスの成果発表を試験的に行った．年下の受講生がより上級クラスの先輩たちの立派な
成果を知ることで翌年参加の動機づけになる．先輩受講生にとっても，後輩たちのがんば
りを微笑ましく鑑賞できて，セミナーとしての一体感を感じるようになるだろう．また初
等科生の保護者の方は，送迎のために閉校式に参列する．各クラスの成果発表を鑑賞する
ことで，先々の成長の過程が手に取るようにわかり，セミナーの参加継続の動機づけにつ
ながるだろう．各クラスの成果発表の試みは，2012 年度は入門全クラスが，2013 年度は
入門全クラスと 1 つの初級クラスが発表を行い，中級クラスからは一人が司会を担当した．
3.10.　広　　報
イングリッシュ・セミナーが開講して 3 年くらいは，院全体でセミナーを盛り上げる意
気込みがあった．学習院広報（40 号，42 号，44 号）にもセミナー報告が掲載され，運営
委員会は年間に何度も開かれた．皮肉にも，セミナー運営が軌道に乗り始めるとともに，
学習院全体で広報活動は減り，運営委員会の会議の回数も減り，受講者数が減少した．運
営委員会では，受講者数減のたびに翌年の広報には委員レベルで宣伝の努力をした．受講
者数は一時的に増えたが，受講者数減の大きな流れにはかなわず，減少傾向に歯止めがか
からなかった．
セミナー要項は 20 年以上ほとんど変更なく同じフォーマットで作成され，各クラスの
内容もレベルの違いと受講英語力の目安が記載されているのみで，授業内容が明確ではな
い．どのような力がつくかなど具体的な目標提示が求められる．
女子短期大学・女子大学は，英語センター（語学教育センター）が 1992 年（第 4 回セ
ミナ）以来戸山にあるのでセミナー案内は容易にできるが，大学（目白）は一般学生への
伝達が難しく，その結果参加の見込みは極めて少ない．第 1 回セミナーの大学生によるア
ンケート結果の中にも大学生への広報への注文があった．
各科・大学・法人の学校案内とホームページにセミナーの紹介があるのは，会場校の
女子大学のみだったが，2011 年度からは各科，大学のホームページにもセミナーの紹介
を始めた．受講者数減対策として，セミナーの認知度が低いと思われる高等科では，2011
年度セミナーの説明を 3 月の父母保証人会や 4 月の父母保証人会に要項配布を試みた．
3.11.　各科・大学行事
夏季休暇は輔仁会クラブ活動が盛んに行われるため，どのクラブ活動の合宿日程とも重
ならずにセミナーを開催することは不可能である．学習院の伝統行事である沼津遊泳も 7  
月から 8 月にかけて行われる．現在は，各科の沼津遊泳が終わってから旧盆に入る前まで
がセミナーの対象期間になっている．
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1996 年に法人企画部が男女中・高等科生を対象にイートン・サマー・スクールを開始 
した．期間は第 1 学期終業式後の 7 月 20 日前後から 8 月 7 日前後であり，セミナーと期
間が重なる．生徒はイートン・サマー・スクールかセミナーかを選択するようになる．初
年度は男女 20 名ずつが参加した．翌年 1997 年は男子高等科 6 名，女子高等科が 15 名参
加した．1998 年度から男子部はイートン・サマー・スクールから撤退し，女子部単独で
の参加となり，毎年約 20 名の女子高校生が参加している．
イートン・サマー・スクール開始により，セミナー受講者は減った．1996 年以前は男
女高等科ともに 2 桁を超える年があったけれども，1996 年以降は一度もない．
大学経済学部がセミナーの期間直前の時期に 2003 年から英語集中授業を開講し始めた．
2011 年夏を例にあげると，8 月 1 日から 4 日までの期間に午前 10 時から午後 4 時まで授
業が行われ，75 名の大学生が参加した12．そのほか，大学，女子大学（短期大学）は，夏
季休暇中に短期留学プログラムを学科単位で行い，セミナーとは重なることも多くある．
3.12.　授業時間と期間
初期のセミナーの授業は，毎日午前中に 2 時間 10 日間行われた．1989 年の第 1 回セミ
ナーは，月曜日から金曜日まで行われ，土曜日・日曜日は開講しなかったため，期間は 2  
週間である．翌年の第 2 回は土曜日も開講し，期間は 12 日間になった．
2001 年からセミナー期間が 6 日間になった． 6 日間開催の理由は，①週をまたぐと出
席率が悪くなる，② 10 日間だと女子中等科の沼津遊泳行事と重なるためであると 2000 年
11 月 28 日の運営委員会議事録に記載されている．また夏季休暇中に 10 日間の授業を担
当する講師探しが容易でなかったことも理由に挙げられ，さらに児童・生徒・学生の夏季
休暇の過ごし方が多様になり，10 日間英語のセミナーのために費やすことも難しくなっ
たという声もある．
2001 年度こそ月曜日から土曜日までの 6 日間の開講だったが，沼津遊泳の日程を考慮
して，セミナーは曜日ではなく日にち固定開催を行った．各科沼津遊泳行事後の日程と旧
盆の時期を考慮すると，2000 年の運営委員会で問題になった週をまたいで連続開催を避
けることができない．その結果かどうかはわからないが，受講者数は一時的に上昇したも
のの，その後減少に転じる．受講者の便宜を図るには，平日開催という工夫も必要なのか
もしれない．
2012 年度からセミナーは 4 日間の平日開催を始めた．授業は，午前中に 3 時間，午後
に 1 時間行われ，昼食時も講師と一緒にいて，受講者は，授業とは異なるかたちで英語を
使うという体験を行っている．2012 年度のセミナーの午後授業は特別プログラムを設け
たが，通常授業が午前中で 4 日間では実質の授業減となり，従来こなせた授業内容が出来
なくなっているという声が講師から出たため，2013 年度は，午後も通常授業を行い，授
12 受講料は 3,000 円．
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業時間を 2011 年度以前並みに確保した．なお，2012 年度のセミナー受講後アンケートに
よると，午前と午後に授業が行われたことについては，70％の受講生が 1 日の授業の長さ
としてちょうどよい答え，16％が長すぎる，10％が短すぎると答えた．またセミナー日数
が 4 日間であることについて，62％がちょうどよいと答え，10％が長すぎる，26％が短す
ぎると答えた．
3.13.　イングリッシュ・セミナーの目的
初期のセミナーの目的は，「聞く」「話す」英語の技能獲得だったが，英語を使うという
目標を掲げるならば「読む」「書く」英語の技能獲得も重要である．時代は，単に「聞く」
「話す」だけを期待しない．実社会においては英語を読む力，書く力は必要である．インター
ネットが普及してからは，「読む」「書く」需要はますます増えている．さらに言うならば，
「聞く」「話す」「読む」「書く」の統合された活動が望ましい．
前述のとおり，このセミナーでは，第 1 回から多読活動を取り入れるクラスもあり，そ
の後「英語多読」クラスが開講し，その発展形として Reading & Writing の力を鍛える留
学準備・留学後クラスも設置されている．TED13 のようなスピーチができるようになると
かディベートのいろはが学べて交渉術に生かせる等，時代の要請に合うクラスの開発が今
後一層期待される．以上の内容を魅力的に宣伝し，さらには授業内容や目的が一目にわか
るように効果的な広報活動を行う必要があるだろう．
3.14.　受講経験者の声
過去の受講者名簿を見ると，筆者が覚えのある生徒だけでも各方面で活躍していること
に気づく．初等科や中等科時代に参加し，高等科で全国エッセイコンテストの優秀者とし
て豪州に派遣された者や高等科の協定留学で St. Paul＇s School に 1 年間留学した者，JICA
に勤務する者等の名前が見つかる．
初等科 5 年生で第 1 回セミナーに参加し，セミナーのリピーターでもあり，現在は合衆
国で働いている卒業生と連絡をとり，セミナーのことを語っていただいた．
「継続的に英語を使うと残りますね．今の使っている英語も，イングリッシュ・セ
ミナーでの経験が血となり肉となっていると思います．」
高等科時代に英語を担当した筆者の記憶でも，彼は英語のセンスがあり，英語を使うこ
とに強い関心を持っていたことを覚えている．
13 Technology, Entertainment, Design の略．非営利目的に各分野で活躍する人が行う短いスピーチを世界に
発信する．（http://www.ted.com/）
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3.15.　二世代受講
イングリッシュ・セミナー開講から 22 年が経ち，二世代受講のケースも生まれている．
大学生としてセミナーを受講し，その後保護者としてセミナーに参加した方から感想をい
ただいた．
大学生として受講したのは第 3 回セミナーである．募集人数 225 名に対し，272 人が最
終的に受講した大規模なセミナーだった．英国人講師 Jeremy Hunt 先生（現在，英国議員・
大臣）がクラスを担当した上級 C クラスを受講した．クラスを振り返ると，大学生に適
した会話表現をペアワーク等で活用する訓練を多く行い，ジェスチャーをつけながら英語
を話したことが新鮮だったという．それは大学の授業で行われた講読訳読授業とは大きく
異なる実用的な英語学習だった．
保護者として参加したのは第 23 回セミナーである．保護者の目から見ても，子女をセ
ミナーに参加させてよかったという感想をもったという．合衆国から招聘した講師が子女
の担当だったが，英語だけでなく直輸入のアメリカ文化も学ぶことができた．ジェスチャー
が独特であるとか，スピードが要求されて，日本的感覚のままにおとなしくしていたらど
んどん置いていかれる緊張感があり，普段の英語授業とは，勝手が違うけれども，短期間
の催しとしては参加者に大きなインパクトを受けたという．
セミナーの衰退については，セミナー自体は魅力があるのにそれが伝わらないのは残念
であるというご意見をいただいた．その理由として，セミナーの良い点が見えず，セミナー
自体の存在が児童・生徒・学生・父母に的確に伝わっていないことを指摘していただいた． 
募集要項にクラスの内容が明記されていないためにどのような体験ができてどのような成
果を得られるかがわからないし，セミナーの良さが十分に語られていないという．
具体策として，閉講式の各クラスの発表や入門クラスの最後の授業参観にあるような，
「英語のスピーチができるようになる」「Sound of Music の歌が歌えるようになる」「L/R の
区別がつくようになる」など，受講の価値が一目でわかるキャッチフレーズを募集要項に
盛り込むことなどの対策をご提案いただいた．また昔に比べて娯楽や教育的催しも増えて
夏休暇の過ごし方の選択肢が増えたことも理由にあるとご指摘いただいた．そのような娯
楽や催しと競合しなければならない事実をしっかりと受け止めて，募集方法を再考する価
値はある．
3.16.　講習会
セミナーに付随して院内では各種催しが開かれている．第 2 回セミナーでは，ボストン
の小学校教諭で，英語を外国語として教授する教授法の専門家である Anlee I. Schaye 先生
が来日し，セミナー開催中の 8 月 8 日と 9 日の午後に 2 時間ずつ，女子高・中等科会議室
において，学習院の教員を対象に英語教育指導法講習会を行った．その後，高等科の協定
校である St. Paul＇s School の日本語担当をしている William Matsuzaki 先生には，高等科に
おいてアカデミック・スキルのワークショップなどをご担当いただいている．セミナー発
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足前の英語作業部会の答申の精神が継承・発展されている．
3.17.　学習院イングリッシュ海外セミナー
第 1 回イングリッシュ・セミナーの成功を受け，セミナー運営委員会が発足したが，そ
の委員会において，平成 3 年（1991 年）度，平成 4 年（1992 年）度実施に向けて，イン
グリッシュ・セミナーの海外版の企画が委員会のみならず学務部においても行われていた．
その際，1974 年から 1987 年まで行われていた高等科のハワイ・セミナーなどが参考に 
なった．
英語作業部会の解散の際には，男子高等科が豪州の Wesley College との短期交換留学の
開始が報告され，院全体としては一部の目的達成になる．その後，大学と女子大学におけ
る多くの協定留学締結と短期語学研修，女子高等科・中等科の Eton College のサマー・ス
クール研修や豪州 Methodist Ladies College との協定留学，男子中等科のニュージーランド
にある Sacred Heart College と King＇s College への短期研修，男子高等科の合衆国 Maryland
州の St. Paul＇s School との協定留学に受け継がれている．
3.18.　院内スピーチ・コンテスト，レシテーション・コンテスト
1989 年の一貫教育推進委員会・英語作業部会の答申では，セミナーとともに，院内ス 
ピーチ・コンテストやレシテーション・コンテストの開催についても提案されている．こ
の案は，セミナー運営委員会でも 1990 年度に 1 年間議論されているが，その後実現には
至らなかった．その理由は，院内にて開催する労力を考えると，外部のスピーチ・コンテ
ストを奨励する方がよいということであった．「グローバル」を唱える学校法人ならば，
主体的に国際課題を話し合う場の提供やスピーチ・コンテストを開催してもよいだろう．
2011 年 12 月の運営委員会にて，セミナー最終日に成果発表としてスピーチ・コンテスト
を行ったらどうかという意見も出ている．
4．英語教育センター
学習院英語教育センター（仮称）は，英語作業部会における中心的議題の一つであっ
た．その後，センター運営委員会の会議でも引き続きセンターの推進についても触れてい
る．運営委員会の会議では，「外国語教育センター」あるいは「英語センター」という仮
称で呼ばれていた．その後，1992 年 3 月に学習院女子短期大学英語センター規定（資料 
3 ）が定められ，同年のセミナーからは運営委員会事務局が目白の学務部から戸山の女子
短期大学英語センターへ移管した．1998 年度は学習院女子短期大学と学習院女子大学が
併存していたために「学習院女子短期大学・学習院女子大学英語センター」という名称に
変更され，1999 年度に「学習院女子大学語学教育センター」に生まれ変わった．名称は
変わっても，初等科生から大学生までを対象にした本セミナーや英語力養成コースが開講
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され続けている．
英語センター規程の第 2 条一（表 8 ）によると，英語センターは「短期大学における英
語教育に関連する事業」を行う．
その目的は，「教育の国際化に資するため」と記されている．英語センター規程第 2 条
三，四をもって，院全体の一貫性英語教育事業としての英語力養成コースを英語センター
が担うことになる．
語学教育センターや英語力養成コースの原型は 1992 年 10 月に行われた外国語科教科
連絡会（会場：女子中・高等科）の第二部会にて，「英語センターに期待する役割」が議
論された中に登場する．教科連絡会議事録によると，当時センター所長の Glenn R. Farrier
氏は下記のように述べている：
短大への寄付金をもとにして建てられているので名称は「女子短大英語センター」
となっているが，学習院全体の英語教育に資するための機関である．個別のアイデア
は別紙のとおり．
連絡会配布資料別紙の冒頭にも，Farrier 氏がセンター所長としてセンターの学習院全体へ
の貢献を約束する姿勢が記されている．
Although located at and operated through the Gakushuin Women＇s Junior College, the 
English Center is intended from its inception to serve all Gakushuin.
別紙（資料 3 ）第 1 項は For all levels of Gakushuin であり，通常授業を補完する役割と
して，イングリッシュ・セミナーのように年齢や英語力レベルによって分けられたクラス
を英語センターが提供することを提案している．その中には，英語補習クラス，通常授業
にはないクラス（たとえば「英語でクッキング」など），帰国子女クラスなどがある．
この提言の中には，1.b.「各科・大学における英語力養成コース開催」，1.c.「英語教授
14 戸山セミナーとは，1987 年に開設された公開講座であり，卒業生や地域住民のみならず広く一般に開
かれており，社会人教育や生涯学習に寄与している．
表 8　学習院女子短期大学英語センター規程第 2 条
一　短期大学における英語教育に関する事業
二　戸山セミナー14 における英語教育に関する事業
三　学校法人学習院が付託した事業
四　その他センターで行うことが必要と認められた事業
 附則
 この規程は，平成 4 年 3 月 11 日から施行する．
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法合宿」や 3.「外国人教員の他科への派遣」，1.e.「各科・大学へのカリキュラム作成の助
言」，4.「一貫性カリキュラム作成」，10.「英語以外の外国語教育の拡充」など実現に至っ
ていないものもあるが，その他の項目はほぼ現在の語学教育センター（英語センターの後
身）で実際に行われている．さらに英語力の低い学生への対処など，全国の大学が現在抱
えている学力問題への対策になる remedial education も盛り込まれており，時代への先見
性が伺える．
Farrier 氏の説明に対して第二部会参加者からは，様々な質問や意見が出された．国際交
流の窓口（海外研修の情報提供），フルタイムのスタッフ，事務（ 1 人）設置のように語
学教育センターで実現されていること，初等科に常勤の英語教員が迎えられるという学習
院全体を見て実現されたこと，そして帰国生向けの講座開設や授業の補助としての講座，
単位化のように英語力養成コースで実現されていることが議論されており，いずれも実現
している．これらは教科連絡会がその機能を果たした良例である．
4.1.　山路ふみ子記念学習院国際文化センター
英語センターは，学習院の語学教育の期待を一身に集めて発足したものの，「発足時の
英語センターは，制度上の存在であり，特別な施設を持つものではなかった」（学習院女
子大学短期大学史編纂委員会，2003）．当時院全体で「学習院二十一世紀計画」募金活動
が進められている折，山路ふみ子氏から女子短期大学への指定寄付が行われ，1991 年に
英語センターを実際に始動させるための財政支援になった．
この指定寄付に学習院の資金を加え，1994 年 12 月に山路ふみ子記念学習院国際文化セ
ンター（学習院女子短期大学 7 号館）が落成した． 1 階には事務室， 3 階に学長室， 3 ～ 
5 階には AV ホール，LL 教室，普通小教室，英語センター事務室が置かれた．
山地ふみ子氏は，「ネパールの援助をはじめて以来，これからの日本には，世界の人た
ちと心を通わす言葉，つまり語学力を身につけることがいかに大切かを何度となく痛感し」，
「とくに，これからの女性には英語を主体にした語学力を習得していただいて，おおいに
国際貢献をしていただきたいものと考えておりました」と著書で述べ，寄付に際して次の
ような期待を抱いた（山地ふみ子・岩崎光洋，2011）．
できますれば，学習院の初等科から大学生ばかりではなく，今はやりの市民大学講座
の語学習得の場として，多くの皆様にも開放していただけますよう学習院の方々にお
願いするつもりでおります．…できますれば，このセンターで学ばれたなかから言葉
の微妙な表現を身につけて日本と外国の国々との橋渡し役をしてくださるような多く
の女性が排出してくださることを希望してやみません．（p. 204）
このセンターの事業として，資料 3 の提言の多くが実現化していく．翌年の 1995 年に
始まった「英語検定試験対策コース」のクラスや「英会話教室・初等科クラス」，「英会話
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教室・父母クラス」，「帰国子女クラス」がその例である．そして 1996 年より，上記クラ
スは一つのコースの中に位置づけられ，「英語力養成コース」と呼ばれるようになった．
5．英語力養成コース
1995 年度の各クラスと 1996 年度以降の英語力養成コースの受講者人数の推移は表 9 の
とおりである．
開講 6 年目の 2000 年以降，総受講者数は 150 名を超えている．同じ語学教育センター
で行われているイングリッシュ・セミナーでは何度か受講者数が 100 名を下回ったことを
考えると，英語力養成コースは安定したプログラムである．
父母クラスは，1995 年と 1996 年に開設されたが，初等科生の送り迎えのために来てい
表 9 　受講者人数の推移 1 （クラス別・総数）
??? ?
A
??
B
??
A
??
B
??
C
??
D
? ? ?
TOEIC TOEFL
ビジネス
英語
?
合計
1995 14 10 17 20 20 24 6 111
1996 5 17 24 25 4 4 5 84
1997 8 25 25 9 15 13 10 105
1998 4 17 8 16 12 6 63
1999 13 13 24 7 17 14 29 16 8 141
2000 16 21 22 10 12 13 19 26 19 7 165
2001 17 20 12 11 14 11 18 38 24 165
2002 11 26 25 23 9 16 25 23 59 29 246
2003 9 59 25 19 11 15 9 73 22 242
2004 2 35 17 24 9 11 9 9 72 38 226
2005 5 24 17 12 9 10 8 9 51 31 176
2006 9 31 12 21 11 10 6 7 32 12 151
2007 6 37 19 14 7 14 7 7 32 16 159
2008 17 33 20 10 8 7 12 9 22 24 162
2009 16 36 16 22 16 9 16 11 56 18 216
2010 19 49 25 17 6 8 12 16 14 166
2011 6 58 12 13 19 27 11 10 32 16 204
2012 19 22 9 12 7 11 9 12 39 18 5 163
2013 24 46 6 22 8 12 6 5 37 23 189
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る父母を対象にしていると思われる．受講者人数が少ないためかその後継続されなかった．
表 10 は，受講者人数の推移を各科・大学別に表している．受講生が多いのは，女子短大・
女子大，女子中等科，男子中等科である．女子短大・女子大と女子中等科については，同
じキャンパスという利便性によるものだろう．目白や四谷にある大学や初等科からの受講
生数は少ない．中学が男女ともに多いのは，中学校から本格的に英語を学び始めるからと
思われる．実際，男女中等科 1 年生の受講者数はとびぬけて多い．男女ともに高等科が少
ないのは，英語学習以外にも忙しくなるからということもあるだろう．
5.1.　クラスの種類と単位認定
英語力養成コース開設の 1995 年度には，「英検対策中級」と「英検対策上級」クラスが
あり，翌年の 1996 年度から「中級」と「上級」という名称に変更された．中等科・高等
表 10　受講者人数の推移 2 （各科・大学別）
初等科 女子中等科
男子
中等科
女子
高等科
男子
高等科
女子短大・
大学
大学・
大学院 その他 合計
1995 14 13 30 15 15 16 2 6 111
1996 5 39 18 11 4 2 0 5 84
1997 8 49 21 8 6 13 0 105
1998 4 10 37 3 8 1 0 63
1999 13 72 19 3 5 29 0 141
2000 17 72 11 2 0 63 0 165
2001 17 51 33 0 14 50 0 165
2002 11 86 37 23 15 71 3 246
2003 9 63 61 20 7 80 2 242
2004 2 64 41 12 3 103 1 226
2005 5 46 36 9 2 78 0 176
2006 9 64 28 3 7 40 0 151
2007 6 57 42 8 5 41 0 159
2008 17 46 43 12 2 41 1 162
2009 16 48 63 13 8 68 0 216
2010 19 56 55 9 10 17 0 166
2011 6 79 49 19 10 39 2 204
2012 19 26 42 2 20 53 1 163
2013 24 57 47 3 13 45 0 189
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科生対象クラスの英語レベルの指標としては英検の級を現在も使用している．
1997 年度からは，中等科 1 年生を対象にした「初級」クラスが開講した．なお「上級
クラス」は，2001 年度からなくなり，代わりに TOEIC 対策クラスと TOEFL 対策クラス
を増設して，より目的に特化するクラスを増設した．初等科クラスと帰国子女クラスは開
設以来変更がない．クラス名称の変遷は表 11-1 と表 11-2 のとおりである．
学習者のニーズに合わせたクラス作成が試みられて，クラスは多様化した．2011 年度
からのブラッシュアップ・コース（初級 A）とスキルアップ・コース（初級 B）は，中等
科生を主に対象とし，初級の同レベルのクラスで設けられた．英語学習に苦手意識を持つ
生徒はブラッシュアップ・コースを取り，英語を得意としてさらに英語力を伸ばしたいと
思う生徒はスキルアップ・コースを取るように指導される．同年開講した留学準備・帰国
表 11-1　クラス名称の変遷（1995−1996）
対象年度 初等科 中等科・高等科 高等科・短大，大学・大学院 一般
1995 英会話教室 帰国子女 英検対策中級 A・B，英検対策上級 英会話教室
1996 英会話教室 帰国子女 中級 A，中級 B・C，上級 A，上級 B 英会話教室
表 11-2　クラス名称の変遷（1997−2012）
対象年度 初等科 中等科 1 年 中等科・高等科 高等科・短大，大学・大学院
1997 英会話教室 初級 A・B 帰国子女，中級 A，中級 B 上級 A・B
1998 英会話教室 初級 A・B 帰国子女，中級 A，中級 B 上級 A・B
1999 英会話教室 初級 A・B 帰国子女，中級 A，中級 B
上級 A，TOEIC 対策，
ビジネス・イングリッシュ
2000 英会話教室 初級 A・B 帰国子女，中級 A，中級 B
上級 A，TOEIC 対策，
ビジネス・イングリッシュ
2001 英会話教室 初級 A・B
帰国子女，中級 A，中級 B，
中級 C
TOEIC 対策，TOEFL 対策
2002 英会話教室 初級 A・B
帰国子女，中級 A，中級 B，
中級 C，中級 D
TOEIC 対策，TOEFL 対策
2003～　
　　2010
英会話教室 初級 A・B
帰国子女，中級 A，中級 B，
中級 C，中級 D
TOEIC 対策 A・B
TOEFL 対策
2011 英会話教室 初級 A・B
帰国子女，中級 A，中級 B，
中級 C
TOEIC 対策 A・B
TOEFL 対策
留学準備・帰国後
2012 英会話教室 初級 A・B
帰国子女，中級 A，中級 B，
中級 C
TOEIC 対策リスニング特訓・
リーディング特訓
TOEFL 対策リーディング・スピー
キング，留学準備・帰国後
ビジネス英会話ベーシック
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後クラスは，高校生・大学生を対象として，留学に必要なアカデミック・スキル獲得を目
的にしている．
英語センター設立時から検討されていた単位制については，2004 年度より始まったが，
学習院女子大生のみが対象である．履修規定15 によると下記の通りである．
本学語学教育センターの「英語力養成コース（TOEIC, TOEFL 対策コース）を受講
し一定の評価を得て修了した学生には，「英語演習Ⅰ」，「英語演習Ⅱ」，「自由選択科
目」のいずれかの単位が認定されます．
5.2.　会　　場
英語力養成コースは，設置以来戸山キャンパスで行われているが，1992 年教科連絡会
別紙（資料 3 ）の 1b にもあるように各科・大学で行われることも試案として検討されて
いた．2000 年 11 月 28 日の所員会議において，男子中等科・高等科生，大学生の利便性
を考えて，目白キャンパスでの開講が要望として提出された．10 年後の 2010 年にも再度
所員会議において議論が何度か交わされて要望が出された．2013 年度より生涯学習セン
ターの支援を受けて目白キャンパスに 4 講座が開講した．
5.3.　財政援助
英語力養成コースは，国際化推進事業によって財政援助を受けていることにより，受講
者負担を軽減している16．1995 年度英語センター事業計画によると，帰国子女対象英語ク
ラス，補習英語クラス（初等科生，父母対象），英語検定試験対策コースに対し，約 400
万円の予算請求を行った．平成 23 年（2011 年）度の実績報告書によると，約 560 万円が
講師謝礼や雑品購入，教材，郵便費に利用されている．
5.4.　講　　師
講師のほとんどは英語母語話者である．英語力養成コースを担当する講師は，所員会議
において他科から推薦された講師もいるが，イングリッシュ・セミナーと異なり，コース
開設以来ほとんど女子短期大学・女子大学の紹介に大きく依存している．
募集要項における講師についての紹介は，1995 年度については記載がなかったが，
1996 年度から初等科生と父母対象のクラスの募集要項でのみ「ネイティブもしくはそれ
に相当する方が担当」と記された．2003 年度の初等科生対象クラスの募集要項からは，「ネ
イティブに相当する方が担当」という説明に変わった．初等科生クラスと中等科 1 年生を
対象にした初級 1 のクラスのほとんどの講師は日本人が担当している．
15 学習院女子大学履修規定の「4. 単位の認定」の「3）在学中に習得した単位，技能審査等による単位認
定」の「（4）本学語学教育センターの特定の講座を受講，修了することによる単位の認定」による．
16 開設以来，年間 18 回（1999 年のみ 20 回）の授業に対し二万円の受講料を徴収している．
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5.5.　運営・所員会議
英語力養成コースの運営は，各科・大学から選出された語学教育センター（英語セン
ター）所員によって行われているが，各科・大学からの所員は所員会議17 への参加や募集
の際の広報が主な役割である．実務や問題が起きた時の対処は，センター事務員や女子短
期大学・女子大学のセンター所員の方々が担い，各科への報告や改善の依頼が行われた．
所員会議は，年に 1 ， 2 度行われ，当該年度の事業報告と次年度の事業計画について話
し合う．講師選定が主な議題になることが多いが，今までに議論されたものの例として，
男女両科の学校行事日程が異なるために年間 18 回の授業日の決定が難しいことから男女
別クラスを設けることや，クラスの名称変更，授業内容の改善，新設クラス，募集方法の
改善，授業運営の問題などがある．
5.6.　広　　報
英語力養成コースの受講者募集は，資料 6 の募集要項の配布による方法が長く行われて
きた．平成 24 年度より，各科・大学のホームページでも英語力養成コース並びにイングリッ
シュ・セミナーが紹介されるようになり，電子メールによる申込みも可能になった．募集
要項は 4 月に配布されるが，高等科では 3 月の父母保証人会でも予告の宣伝を行い，受講
者増に努めている．しかしながら，院内外における英語力養成コースの内容についての認
知度はまだまだ低い．広報活動はまだまだ発展途上である．益々の工夫と努力が求められ
るだろう．
5.7.　アンケート結果
受講生のクラスについての感想を訊くことは英語力養成コース運営の検証と今度の方向
性を考える上で大切である．過去 3 年間のアンケート結果を考察する．
アンケートは，コースの最後の授業で行われる．各クラスにアンケート用紙が配られて，
担当講師が回収する．アンケート記述者は，アンケートを実施した日に授業に出た生徒で
ある．全体の回答率は，2009 年度が 68%，2010 年度が 64%，2011 年度が 54% である．
高等科生や大学生の回答率が少ない．各クラスの質問項目は表 12-1，表 12-2 のとおりで
ある．
初等科生へのアンケートは自由記述に近い．一人で複数の事柄を書いている場合でもそ
の事柄を一つ一つ数えた．「楽しかったことや思い出に残ったこと」について問われてい
るためか，ゲームや行事の思い出が多い．その一方，英語学習に関する好意的意見も多い
ことは，初等科クラスの成果があったという証になる． 
初級クラス以上は，4 つの観点から授業についての質問をしているので，より詳しい記
述がある．質問事項（1）［受講理由］「この授業を受講しようと思った理由をお聞かせ下
17 イングリッシュ・セミナー運営委員会と兼ねている．
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さい．」については，対象が中 1 であるために「初心者である」「英語に不安」「上達したい」
という回答が多い．「苦手」という回答が多いのは，小学校英語ですでに苦手意識を持っ
た生徒が多いということを表している．さらに家族のすすめによる受講者もかなりいた．
質問事項（2）［受講の感想］「実際にこの授業を受けてみて，いかがでしたか？印象に
残ったことなどありましたらご記入下さい．」については，「楽しかった」「ためになった」
という声が多かった．質問事項（3）［来年度継続参加の是非］「来年もこのような授業を
受けたいと思いますか？」に対する回答での YES の回答が多いことにつながっている．
しかしながら，過去 3 年間の学年別受講者数を見ると，学年が上がるにつれて受講者数が
減っている（表 13～14）．
表 12-1　初等科クラス
この英会話教室を受けてみて，楽しかったことや思い出に残ったことがありましたら，自由に書いて下
さい．
表 12-2　初級，中級，上級，帰国子女，各種目的別クラス
（1）この授業を受講しようと思った理由をお聞かせ下さい．
（2）実際にこの授業を受けてみて，いかがでしたか？印象に残ったことなどありましたらご記入下さい．
（3）来年もこのような授業を受けたいと思いますか？（2010 年度，2011 年度：またその理由をお聞か
せ下さい．）
（4）その他，何かございましたらご記入ください．
表 13　各 3 年間の学年別受講者数
表 14　各 3 年間の学年別受講者数
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部活動や他教科の勉強などで忙しくなることなどが理由として考えられるが，特に中 1  
から中 2 にかけて受講者数が激減することは大きな問題である．今後さらに調査研究で現
状分析を行い，改善策を探ることに期待したい．
質問事項（4）［自由記述］には，学校の授業に合わせてほしいという希望や，帰宅時間
が遅くならないように授業開始時間を早めてほしいという要望が複数あった．
中級クラスの質問事項（1）［受講理由］では，「上達したい」，特に「英会話力を向上さ
せたい」という前向きな回答が多くなる．また「家族からのすすめ」よりも「友人から
のすすめ」が多くなる．質問事項（2）［受講の感想］では，「楽しかった」という感想の
他，英語学習に好意的意見が多かった．質問事項（3）［来年度継続参加の是非］では，概
ね YES の回答が多かったが，質問事項（2）［受講の感想］において「楽しかった」とい
う感想のみで英語学習に好意的意見が見られなかったクラスのみ，NO が多かった．
TOEIC クラスでは，質問事項（1） ［受講理由］に対して「スコアアップ」を挙げた受講
者が多い．単位交換も理由に挙げられている．質問事項（2）［受講の感想］では，スコア
が上がったり，勉強方法がわかったという好意的意見が多い．質問事項（3）［来年度継続
参加の是非］では，NO の回答者の中に「勉強方法がわかったから，もう自分で勉強する」
という者も複数いたのが興味深い．
TOEFL クラスでも質問事項（1）［受講理由］に対して「スコアアップ」を挙げた受講
者が多い．質問事項（2）［受講の感想］では，好意的意見が多いものの，特定の回答が多
いということはなかった．質問事項（3）［来年度継続参加の是非］では，YES と NO が半々
の年もあれば，ほとんど YES の年もあった．NO の多い年には，その理由として取得単
位として 2 単位が少ないということを挙げていて，単位認定がマイナスに働いてしまって
いる．
帰国子女クラスでは，質問事項（1）［受講理由］に対して「英語力維持」が多く，帰国
子女クラスの特徴と考えられる．質問事項（2）［受講の感想］では他のクラスと同様に好
意的意見が多い．また英語学習や授業自体に好意的意見が多く見られた．帰国子女のみの
クラスでかつ少人数のため，学校での授業に比べて自らの英語力を発揮しやすいからかも
しれない．質問事項（3）［来年度継続参加の是非］では，YES の回答が多い．
6．ま　と　め
青山学院は，1999 年に初等部から大学までの教員で構成する青山学院英語教育研究セン 
ターを設置し，2008 年には 4-4-4 制に基づく小・中・高 12 年間一貫制英語教材を歩くと
共同開発し，初等部での使用が始まった．立教学院では，2003 年に英語ワーキンググルー
プ（英語教育研究会）が組織され，その研究・活動報告を『英語の一貫教育へ向けて』18
18 2012 年，東信堂
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と題して出版した．多くの私学が一貫性英語教育を標榜する以前から，学習院は小・中・
高・大の英語教育を構想し実践してきた．文部科学省が 2002 年に「英語が使える日本人」
の育成のための戦略構想」を公表した．学習院は 1989 年に英語が使える学習院生を育成
するための方策を立案し，そのモデル事業としてセミナーを開講した．初期のころは，英
語作業部会の答申の一つの事業として行っていたため，様々な企画案が議論されたが，セ
ミナーの運営が軌道に乗るとともにセミナー自体が定型化し，広報もルーティン・ワーク
化したことがセミナーの認知度を下げることにつながった．セミナーを取り巻く学習院内
外の環境は大幅に変化し，競合する学校行事も登場して，セミナー自体の存在理由も問わ
れるようになった．英語力養成コースは，イングリッシュ・セミナーに比べて受講者数こ
そ安定しているが，セミナー同様に存在理由について再検討は必至である．とりわけ上級
生向けの魅力あるコースづくりは大きな課題である．
プログラムは継続されているけれども，英語作業部会が抱いていた院全体の英語教育に
対する熱意は十分に継承されてきただろうか．各科・大学は，独自の判断で教育実践と研
究を行い，緩やかな連携を保っているものの，院全体の外国語教育について，研究や情報
交換するための機関はない．外国語科教科連絡会が情報交換の機能を年に一度果たし，イ
ングリッシュ・セミナーと英語力養成コースにおいて初等科生から大学生が一堂に集って
英語学習に勤しんでいることが外国語科の英語における一貫性英語教育である．しかしな
がら，1992 年度外国語科教科連絡会議事録にある「初等科 4 年で英語を習い始め， 9 年
後高等科を卒業する時何が出来るようになっているのか不明確」という指摘に対して，個
人的には各々ビジョンを持つと思われる19 が，それらをつなぐ作業場の充実が求められる．
院全体の語学教育再考のためには，今一度一貫教育推進委員会答申を批判的かつ建設的に
検証してはいかがだろう．
一貫教育推進委員会英語作業部会答申を紐解くと，学習院創立時から第二次大戦後にか
けて日本を代表する外国人講師がいて，質の高い生きた英語を伝授していたことがわかる．
G.F. Verbeck20（1877～1878） や YMCA 英 語 教 師 第 1 号 の J.T. Swift（1892～1894, 1896, 
1905～1906），Anna C. Hartshone21（1904～1906）等を教授陣に加えた．鈴木大拙（1909～
19 筆者「『私家版』到達目標」は，初等科（行事等で経験したことをスキットにしてペアで発表する―現
在 3 月に発表会が行われている），中等科（500 語程度－中 3 教科書 1 課の分量－の英語の文章を 5 分
で理解し，100 語程度で英語に要約して自分の意見を添える），高等科（4000 語程度の英語の文章を 40
分程度で理解し，500 語程度で英語に要約して自分の意見を添える．），大学（自分の専門分野の英語の
概論書 1 冊を 1 週間で読み，関心のある所について 500 語程度の英文に要約もしくは自分の研究課題
の企画書を作成する．）
20 1830 年オランダ生まれ．1876 年 Philadelphia で開催されたアメリカ合衆国独立 100 年記念国際博覧会
に文部省は AN OUTLINE HISTORY OF JAPANESE EDUCATION を提出したが，明治政府の顧問だった
G. F. Verbeck（1830−98）がほぼ全章の英訳を校正した．
21 1860 年合衆国生まれ．Japan and Her People の著者で，その本の中には Hartshone が新渡戸稲造の『武士
道』の英語を助けたと言われる．津田梅子の友人でもあり，津田塾大学の本館「ハーツホン・ホール」
は，関東大震災後の津田塾再建に貢献した彼女の名前に由来している．
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1921）が教授陣にいた頃である．日本で初めて蓄音機を教室で使用した松田一橘（1902～
1906）や Oral Method で有名な Harold E. Palmer（1922～1927）も学習院で教鞭をとってい
た．戦後も終戦直後から R.H. Blyth22（1945～1964）や E.G. Vining23（1946～1950）が教鞭
をとった．時代が平成になっても英語力養成コースとイングリッシュ・セミナーが代表す
るように，一貫性英語教育の先鞭をつけていた．語学教育の分野において学習院の古豪復
権を願う．
一貫教育推進委員会の設立と運営に尽力した内藤院長は，学習院広報 40 号において，
「学習院で教えられたことは，自分自身に目を向けるということでした」と自身の学生生
活を振り返っている．「自分自身の中にあるもの，知識の枠組みに捉われない，自分であ
りながら自分でつかみきれない，そういう不確かさを大切にして，結論を急がずに自分の
中に持ち続けるということ」であり，その「あるもの」がある時期に突然表に吹き出して
「自分」の形になることを待つという自由な営みが学習院の教育の中にあり，友達同士た
がいに競争を意識することもなく，また教育の効率が問われることもない．それが「ゆと
り」と言われるものであるという．第 1 回セミナーのアンケートを見ると，初等科生が中
等科生と，中等科生が高等科生と，高等科生が大学生と席を並べて一緒に英語を学ぶこと
に好意的な感想が述べられていた．学年や学校の垣根を越えて皆で学びあう姿は，現在の
理学部による初等科・中等科・高等科生対象のサイエンス教室や高等科「総合的な学習の
時間」における高大連携，高等科生の大学聴講，大学教授による高等科出張講義，留学生
を通した各科・大学の交流などの連携事業につながっている．各部活動における中高大の
つながりや沼津遊泳行事における先輩後輩のつながりなど，院内には伝統的な結びつきが
継承されている．継承されてきた結びつきが，学習院生の英語運用能力向上につながるこ
とを期待してやまない．
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資料 1 　一貫教育推進委員会・英語作業部会の答申
提　　　言 詳　　　細
初等科英語教育の改善案 クラス分割
男女中等科との連携
（専任教員についても議論される）
帰国生の外国語指導と帰国生徒・一般
生徒との連携
帰国生の英語教育
男女高等科における分割クラス
教育施設・機器及び教材の一層の充実 視聴覚教育の充実
ラジオ・テレビ番組の利用
クラスの規模と構成 分割授業
外国人教員の採用 英語教育センター（仮称）による一括管理と増員
専任日本語教員の採用 学習院への留学生日本語教育の体制整備
英語教育センター（仮称）の設立 英語教育の研究，外国人教員採用の便宜，検定試験実施，
カリキュラム策定，運営委員会設置
その他の諸活動 学習院イングリッシュ・セミナー開催
院内イングリッシュ・スピーチ・コンテスト開催
院内レシテーション・コンテスト開催
資料 2「英語が使える日本人」の育成のための戦略構想
Ⅰ．学習者の動機付けの高揚
（英語を使う機会の改善）
（入試等の改善）
外国人と接する機会を増やす
留学の促進
高校・大学入試の外部試験活用，リスニングテスト導入（大学入試セ
ンター試験）
Ⅱ．教育内容等の改善 指導要録における実践的コミュニケーション能力の重視
スーパー・イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール
少人数指導・習熟度別指導例調査
全課程を英語で授業する大学の支援
Ⅲ．英語教員の資質向上及び
指導体制の充実
目標設定と研修
ALT の有効活用
外国人教員の正規採用
地域社会の人材活用
Ⅳ．小学校英会話活動の充実 年間 1/3 の授業は，外国人講師，中学校教員ほか英語に堪能な者によ
る指導
Ⅴ．国語力の増進 表現力・理解力を育て，伝え合う力を高める
読書活動の推進（「朝の読書」など）
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資料 3 　1992 年学国語科教科連絡会別紙
Ideas for the English Center (revised 1992.10.29)
Although located at and operated through the Gakushuin Women’s Junior College, the English Center is intended 
from its inception to serve all Gakushuin.
1. For all levels of Gakushuin
a. The Center could offer English classes, intended as a supplement to regular school classes, divided up by age 
and/or ability as in the Kasumikaikan English Seminar, carried on throughout the year in after-school hours and 
during vacations, and held at the Center.
i) classes for students who are falling behind in their regular English classes and need extra help; perhaps 
taught by a Japanese teacher.
ii) classes for students who want extra stimulus not offered in the regular curriculum; perhaps including 
activities such as cooking in English, etc.
iii) classes for returnees.
Problem: may be difficult for students at other campuses to find time to come to the Center because of club 
activities, homework, etc.
b. Classes such as those listed above could be held at each school, at times designated by the school, conducted 
by teachers sent from the English Center or by teachers at the school, sponsored or subsidized by the Center.
c. The Center could work with individual schools to organize English teaching camps during vacation periods.
d. The Center could sponsor meetings and workshops for English teachers in Gakushuin.
e. At some time in the future, it might be possible for the Center to work together with each school on their 
English curriculum, perhaps implementing a more flexible credit system enabling students to work their way 
through the curriculum at their own pace, according to their ability.
Planning, liaison, implementation, promotion for any of the above could be done in conjunction with the standing 
committee for the Kasumikaikan English Seminar, which has a representative from each school. 
2. Kasumikaikan English Seminar
The English Center will cooperate with the Seminar as at present, making the Center’s facilities available for the 
Seminar and helping as needed.
3. Clearinghouse for native English teachers
The English Center could have a pool of qualified, reliable teachers who could be sent to each school as needed or 
requested, on an occasional, part-time, or full-time basis. Some of these teachers could be hired by the Center on 
a full-time, contract basis for a certain number of required hours, others on a part-time basis.
4. Developing curriculum and materials within ikkansei kyoiku
The English Center could work with teachers at each school to develop an overall curriculum, particularly for 
spoken English, which would lead from one level to the next from Elementary School up.
5. Computer database
The Center could develop a database of all its offerings to be tied in to the Gakushuin computer network.
6. International computer network for students
The Center can act as a liaison between any interested school and IEARN (the International Education and 
Resource Network) to develop projects using telecommunications which “focus on making a meaningful contri-
bution to people, society and/or the planet,” while at the same time utilizing and developing the students’ English 
and computer skills.
7. Classes for junior College students
a. The English Center could offer classes no available in the regular English curriculum for English majors.
b. It could also offer classes which are not open or offered to non-English majors in the regular curriculum, e.g. 
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LL, typing, English conversation, remedial English, etc.
It could be arranged that credit be given for these classes.
8. Classes in conjunction with Toyama Seminar
a. The English Center will provide teachers for classes such as English conversation and any others on demand, 
and make its facilities available to the Toyama Seminar as much as possible.
b. It will also seek to develop a wider program of adult education.
9. Resource center for study abroad
a. The Center will have a collection of bulletins and information on colleges and language schools abroad.
b. offer counseling for students interested in studying abroad.
c. have tie-ups with colleges and language schools abroad to send and receive students.
d. offer courses on preparation for study abroad.
e. have information and study materials for TOEFL, STEP, UN, TOEIC, SAT, etc.
f. be a test center for TOEFL.
g. have information on a variety of short-term programs abroad, e.g., homestays, CIEE, etc.
h. have resources and information for teachers in Gakushuin who are planning to study or do research abroad.
10. Other foreign languages
It is natural that the Center could eventually expand to include other foreign languages than English and become 
involved with the wider aspects of foreign language education at Gakushuin.
資料 4 ：1989 年度学習院イングリッシュ・セミナー募集要項
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資料 5 ：2013 年度学習院霞会館イングリッシュ・セミナー募集要項
資料 6 ：1995 年度・2013 年度センター英語力養成コース募集要項
